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1 2019/
5/27

電子
メール

提案意
見

住みたくな
るような三
重県づくり
について

いなべ市にある商業施設「にぎわいの森」の出店者のように、県外から来て住んでもらわないと
意味がありません。一流の人達に、環境プロジェクトや都市づくりをしてもらい、一番たる人達
に、三重に住んでもらうことにより、人もたくさん集まってきてくれると思います。外国人もいろ
んな分野で、三重県に移住してもらえるようにプロデュースするべきだと思います。都市空間、森
も、緑も、海も豊富な三重県では、東京にはできない空間づくりや、街づくりがあると思います。
三重県に癒しの空間を作ってみてはどうでしょうか。どこへも行くにも三重は近い場所で、少子高
齢化問題もあり、車社会より電車やバス、タクシーなどが無人でも動かせるような空間を、ものづ
くりのトヨタ、ホンダ、東芝などのテクノロジー企業が結集して作って欲しいです。身体にも優し
く、原子力にたよらないエネルギーを開発するなどして自給自足できる県にしてください。また、
中部空港まで、もう一度船でそれぞれの地域から発着できるように、収支が見合う船を作ってほし
いです。さらに、行き来するだけの船だけでなく、エンターテイメント的な船を作るなどして、
もっと海の玄関口も充実してほしいです。他県にない象徴的な建設物、例えばシンガポールにある
大きな植物園と特色のあるビルなどもあればいいと思います。人が憧れて近くにでも住みたくなる
ような県にしてください。

戦
略
企
画
部

企
画
課

このたびは、貴重なご意見をいただき、ありがとうございます。ご意見いただきました、人があこがれて住み
たくなるようなまちづくりを進めることは、県政における重要な課題であると認識しています。県では、おおむ
ね１０年先を見据えた長期の戦略計画「みえ県民力ビジョン」を策定し、ビジョンに掲げる基本理念「県民力で
めざす『幸福実感日本一』の三重」の実現に向け、政策展開の基本方向（三つの柱）として「守る」「創る」
「拓く」を掲げ、さまざまな施策、事業を推進しています。また、「三重県まち・ひと・しごと創生総合戦略」
を策定し、「希望がかない、選ばれる三重」をめざし、自然減対策および社会減対策を車の両輪として人口減少
対策を進めています。一方、人口減少と少子・超高齢化、グローバル化の流れはますます強まってきており、三
重県を取り巻く環境は厳しさを増しています。また、これまで以上に、自分らしい生き方や自己実現、家族の
絆、地域のつながりが求められている時代であり、県民の皆さん一人ひとりの暮らしにおける理想と現実の
ギャップの解消が重要であると考えています。「みえ県民力ビジョン・第二次行動計画」では「経済的な豊か
さ」、「精神的な豊かさ」、「社会のシステムやつながりの豊かさ」の３つの豊かさ全てを高めていくことで
「新しい豊かさ」を享受できるものと捉えています。今後とも、いただいたご意見も参考に、「新しい豊かさ」
を享受できる三重づくりを進め、「県民力でめざす『幸福実感日本一』の三重」の実現につなげてまいります。

すで
に実
施し
てい
る

2
(A)

2019/
5/29

電子
メール

苦情 自動車税の
納付につい
て

先日、鈴鹿県税事務所に自動車税分納のことで相談に行きました。大変待たされ両隣の窓口にも
相談者がいる状態で家計の内容等を聞かれ、配慮の無い声で復唱されたうえに、「気軽にできるも
のではないんですよ。」と大きな声で言われました。結局分納はできず大変恥ずかしい思いをさせ
られただけでした。一括納付が厳しいので相談に行ったのにあの対応はあまりではないでしょう
か。期日も近かったので、その場で全額納付しましたが、お金を出してお釣りを貰うまでの間も、
その職員は腕組みをして側で見ていました。最初から最後まで「職員様」という態度なのでとても
不愉快な思いをしました。必要以上に大きな声で家計の内容の復唱をするなんて、いくら分納の相
談者といえどやりすぎではないでしょうか。個人情報、プライバシーの配慮はして貰えないので
しょうか。

総
務
部

鈴
鹿
県
税
事
務
所
税
務
室

この度は、貴重なご意見をいただき、ありがとうございます。税の分納相談については、収入状況や支出状況
等個別事情を把握する必要があります。今回は、聞き取りした内容に誤りがないよう確認のため復唱したところ
ですが、プライバシーの配慮が十分ではなく、不快な思いをおかけしましたことを深くお詫び申し上げます。今
回いただきましたご意見を生かし、分納相談等で聞き取りさせていただいた個人情報については、必要に応じ紙
面で確認等するなど、他の人に知られない配慮を行うよう努めていきます。また、職員の接遇につきましても、
皆様に不快感を与えることのないよう接遇研修など各種研修や職員ミーティング等の場で周知徹底し、より一層
の接遇マナーの向上に努めてまいります。

県民
の声
を受
けて
実施
した

3 2019/
6/3

電子
メール

要望 屋内完全禁
煙について

いくつかの大企業では屋内完全禁煙が進んでいます。三重県が禁煙の先進県となるよう、健康、
安全、火災予防を推進し、大企業の屋内完全禁煙をいち早く進めて下さい。本人の健康だけではな
く、子供達にも良い影響を与えます。

医
療
保
健
部

健
康
づ
く
り
課

ご意見をいただきありがとうございます。本県では、受動喫煙の防止について、健康増進法の改正（平成３０
年７月２５日公布）により対策が強化されたことを受け、法制度の円滑な運用に向け、取組を進めているところ
です。今回改正された健康増進法では、学校や病院、児童福祉施設などお子さんや患者の方が利用する施設につ
いて原則敷地内禁煙（令和元年７月１日～）、それ以外の「多数の者が利用する施設」について原則屋内禁煙
（令和２年４月１日～）とすることとしています。ご意見をいただきました「大企業の屋内」についても「多数
の者が利用する施設」であれば、改正健康増進法に基づき、同法に定める適切な受動喫煙対策を講じることが施
設管理者に求められます。今後とも本県では、企業をはじめとする施設管理者に対しての指導・助言など、法制
度の円滑な運用を通じて、望まない受動喫煙の防止に向けた対策を進めていきたいと考えています。

すで
に実
施し
てい
る

4 2019/
6/3

電子
メール

要望 ペットに対
する受動喫
煙防止対策
の普及啓発
について

動物愛護管理法第２条（基本原則）及び第３条（普及啓発）、環境省が発行した「住宅密集地に
おける犬猫の適正飼養ガイドライン」に基づき、県内の全ての自治体に対してホームページや広報
誌等を通じてペットに対する受動喫煙防止対策を講じるように指示するよう求めます。

医
療
保
健
部

食
品
安
全
課

動物愛護に関するご意見をいただき、ありがとうございます。県では、ペットの受動喫煙に関する注意喚起の
ため、ホームページにタバコの副流煙による犬や猫の健康への悪影響に関する情報等を掲載して啓発を行ってお
ります。なお、県内の各自治体に対しては、会議等の機会を通じて犬や猫の健康への悪影響に関する情報提供を
行っています。

すで
に実
施し
てい
る

5
(13)

2019/
5/29

電子
メール

提案意
見

子どもたち
の安全確保
について

連日、各地で小さい命が犠牲になる中、三重県での取組みを新聞で目にしました。しかし、交通
量が少なく、子どもが少ない地域は対象から外されるのではないかと思います。私の住む地域に
は、保育園の入口が、鉄道の陸橋やフェンスで死角となり、小さいカーブミラーでは子どもたちの
姿が見えにくい場所があります。また、小中学生が、幅員が狭い陸橋を、車と接触しそうになりな
がら通っている場所があります。誰かが悲しむ前に、平等な安全対策をお願いします。

子
ど
も
・
福
祉
部

少
子
化
対
策
課

この度は貴重なご意見をいただき、ありがとうございました。今回、三重県で実施する調査につきましては、
県内すべての保育所や幼稚園等を対象に、日頃の園外活動で子どもたちが移動する経路や、危険ではないかと思
われる箇所について把握する予定です。その上で、道路管理所管課が別途行う道路調査と合わせて、危険個所の
抽出を行う予定です。これらの取組を通じて、子どもたちのかけがえのない命を社会全体で交通事故から守るこ
とにつなげていきたいと考えています。

施策
の参
考と
する

6
(12)

2019/
5/27

電子
メール

提案意
見

鈴鹿亀山道
路について

これだけ高齢者の事故のニュースが多いのに鈴鹿亀山道路を建設するのですか。道路は十分だと
思います。亀山から鈴鹿へ買い物等に出る方は大勢いますが、亀山と鈴鹿を結ぶ直通の電車はな
く、津市や四日市市経由でないと往来できません。免許を返納した場合唯一直通できるのは１時間
に１本程度のバスのみです。今後の高齢化社会に向け、公共交通機関を充実させる方が先ではない
でしょうか。少し考えればどちらが必要か分かると思います。

地
域
連
携
部

交
通
政
策
課

ご意見をいただきありがとうございます。県では、鈴鹿亀山間を結ぶ鉄道であるJR関西本線の整備及び利用促
進を図るため、「関西本線整備・利用促進連盟」及び「三重県鉄道網整備促進期成同盟会」を沿線自治体と組織
し、関西本線を含む県内鉄道網の整備・利用促進に取り組んでおります。今後も引き続き、公共交通の充実を
図ってまいりますので、ご理解いただいますようお願いいたします。

すで
に実
施し
てい
る

県民の声を受けて
（Ｗｅｂ公開）

・令和元年７月１日及び７月１６日に県Ｗｅｂ「県民の声」コーナーで公表したもの（１６件）
・下表のうち、「種別」及び「反映区分」欄は、県Ｗｅｂには非掲載
・複数の所属が対応したものは、整理番号欄に他所属の整理番号を（ ）書きで記載
・整理番号欄に、Ａを記したものは、職員に関するもの（３件）
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7 2019/
6/5

電子
メール

提案意
見

東京オリン
ピックの聖
火リレーの
経路につい
て

東京オリンピックの聖火リレーでは、なぜ桑名市が経路から外されたのでしょうか。桑名市は東
海道の三重県入口なのに、なぜ四日市市がスタートの場所になったのでしょうか。国を挙げてのオ
リンピックという割には疑問を感じます。

地
域
連
携
部

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

このたびは貴重なご意見をいただき、ありがとうございます。２０２０年４月８日・９日の２日間、本県にお
いて実施される東京２０２０オリンピック聖火リレーについては、２０１８年９月に三重県実行委員会を設置
し、まず県内ルートについて検討してきました。県内ルートの選定にあたっては、組織委員会から２日間という
日程およびリレー実施時間などの条件が示されており、南北に長い本県の地理的特性から、すべての市町を通る
ルート選定を行うことが難しい状況でした。こうした状況の中、県内ルートについては、本県実行委員会の考え
方に基づき、本県の自然や歴史的遺産・伝統文化、産業・技術の発展、スポーツゆかりの場所など、各地域の多
様な魅力を国内外に発信できるルートとなるよう検討を重ねてきました。最終的に組織委員会の考え方との整合
性も考慮し、総合的に判断した結果によるものです。今後は、ルートに選定されなかった市町も含めたすべての
地域の皆さんが聖火リレーに何らかの形で参画していただくことにより、地域一体となって「オール三重」で盛
り上げていけるよう取り組んでまいりますので、ご理解いただきますようお願いします。

施策
の参
考と
する

8
(A)

2019/
6/4

提案箱 苦情 各課窓口の
対応の改善
について

以前より気になっていましたが、どの課へ行っても「すいません」と声をかけても、なかなか返
事をしていただけません。相談の内容に関係なく、近くにいらっしゃる方が、まず対応してくださ
い。ひと言「お待ちください」と言っていただくだけで気持ちよく待てます。今回は近くにいらっ
しゃる方はチラッとこちらを見ただけで知らないふり。近くの方もそれぞれお話し中のようで気づ
いていても担当の方以外の方は知らないふりでとても嫌な感じを持ちました。よろしくお願いしま
す。

地
域
連
携
部

南
勢
志
摩
地
域
活
性
化
局

地
域
活
性
化
防
災
室

このたびはご不快な思いをさせてしまい、お詫び申し上げます。今回の事案については、直ちに伊勢庁舎内の
各事務所に周知するとともに、庁舎内事務所長会議においてもあらためて適切な窓口対応に努めるよう周知徹底
いたします。

今年
度内
に反
映し
たい

9
(A)

2019/
6/21

電子
メール

提案意
見

申請等に必
要な県収入
証紙購入場
所の案内に
ついて

庁舎の４階で申請手続きをしてから、県収入証紙が必要なので１階まで行って購入してください
と言われました。手数料が必要とは聞いていましたが、４階で払えると思っていました。１階で県
収入証紙を購入しなければいけないのだったら、事前に電話した際に教えてくれていたら、４階と
１階を何度も往復しなくてもよかったのにと思いました。

地
域
連
携
部

南
勢
志
摩
地
域
活
性
化
局

環
境
室

ご面倒をおかけすることになり申し訳ございませんでした。県収入証紙については、購入後の払い戻しができ
ないことから、手続きによっては、申請書類の形式審査が完了し、手数料の金額が確定した後に、県収入証紙購
入のご案内をさせていただいている場合がございます。今後は、事前のご案内時に、県収入証紙の販売場所等も
併せて説明させていただくなど、来庁者のみなさんの手続きがスムーズに進むよう改善に努めてまいります。

今年
度内
に反
映し
たい

10 2019/
6/14

電子
メール

提案意
見

過疎地域の
農村の害獣
対策につい
て

近年紀北町を始め大台山系付近の市町は、猟師の減少により、鹿や猪などの害獣における被害が
深刻さを増すばかりです。猟師減少の要因と思われるものには「猟師の高齢化」、「害獣多発地域
の過疎化」、「害獣駆除の狩猟にかかる時間と労力に報奨金が見合っていない」といったことが考
えられます。趣味でなければできない、仕事としては成り立たないといった厳しい声も耳にしてい
ます。また、新しく害獣駆除にチャレンジしようにも、猟具や害獣を運搬する軽トラックなど、費
用面のハードルは高く、今後猟師の増加を見込むのは困難な状況です。免許取得や必要な道具を購
入する際の補助金、害獣駆除における国からの補助金以外にも、県が補助金を出すなどし、猟師の
確保、育成を進めていくことを検討してください。三重県の豊かな自然を守る意味でも、検討をお
願いします。

農
林
水
産
部

獣
害
対
策
課

日頃は、三重県政にご理解、ご協力いただきありがとうございます。三重県といたしましても捕獲の担い手と
して猟師を確保、育成することは、イノシシ、シカ、サルの農村部の被害軽減に有効と考えており具体的な取組
を行っています。猟師の確保につきましては、（１）年３回の狩猟免許試験を実施し、より受験しやすい日程を
確保、（２）「獣害につよい三重づくりフォーラム」において狩猟免許の周知や模擬試験を実施し免許取得の支
援、を行っております。また、猟師の育成につきましては、捕獲技術力向上のための実習を行うことにより狩猟
者の育成（レベルアップ）にも努めているところです。県が進めている獣害対策としては、（１）集落内の収穫
残渣や果樹などの「エサ場」をなくす、（２）耕作放棄地や藪などの隠れ場所をなくす、（３）できる限り農地
を囲う、（４）獣を見たら必ず追い払う、といった取組と合わせて捕獲を実施することが重要と考えています。
猟師の確保、育成など今後も、獣害対策に取り組んでまいりますので、ご理解ご協力のほどよろしくお願いいた
します。

施策
の参
考と
する

11 2019/
6/7

電子
メール

提案意
見

高レベル放
射性廃棄物
の最終処分
施設につい
て

原子力発電環境整備機構と資源エネルギー庁が、原子力発電所から出る高レベル放射性廃棄物
（核のごみ）の最終処分施設の適地を示した日本地図「科学的特性マップ」に関する対話型説明会
を津市に続いて四日市市内で６月４日に開催したとの報道がありました。しかし、四日市市で開催
された説明会の参加者はわずか１７人で、津市で既に開催されていたことも全く知りませんでし
た。このような重要な説明会に何ら事前周知がされないことは極めて残念です。事前の周知と核の
ゴミに関する県の方針はどのようになっているのでしょうか。

雇
用
経
済
部

も
の
づ
く
り
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ

ン
課

ご意見ありがとうございます。「科学的特性マップ」に関する対話型全国説明会は、法律に基づき設立された
原子力発電環境整備機構(ＮＵＭＯ)が、経済産業省資源エネルギー庁との共催で、高レベル放射性廃棄物の地層
処分について理解を深めるべく、開催しているところであり、当該機構と資源エネルギー庁によりホームページ
やチラシ、地元新聞への広告記事掲載などによる説明会開催にかかる事前の周知や広報活動が行われています。
また、特定放射性廃棄物の最終処分施設について、国は、安全性等に関する調査を行ったうえで、整備する場所
を選定することとしており、調査の実施にあたっては自治体の理解を得ることが法律で定められています。この
ため、国では、全国各地において対話の積み重ねを行い、国民理解、地域理解を深めることとしています。県と
しては、現在も国民理解、地域理解は深まっていないと認識しており、現時点において、調査に協力する考えは
ありません。

すで
に実
施し
てい
る
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(6)

2019/
5/27

電子
メール

提案意
見

鈴鹿亀山道
路について

これだけ高齢者の事故のニュースが多いのに鈴鹿亀山道路を建設するのですか。道路は十分だと
思います。亀山から鈴鹿へ買い物等に出る方は大勢いますが、亀山と鈴鹿を結ぶ直通の電車はな
く、津市や四日市市経由でないと往来できません。免許を返納した場合唯一直通できるのは１時間
に１本程度のバスのみです。今後の高齢化社会に向け、公共交通機関を充実させる方が先ではない
でしょうか。少し考えればどちらが必要か分かると思います。

県
土
整
備
部

道
路
企
画
課

この度は鈴鹿亀山道路に関するご意見をいただき、ありがとうございます。鈴鹿亀山道路については、高速道
路へのアクセス性の向上による産業支援と広域連携 強化を図るとともに、南海トラフ地震などの大災害時の緊急
輸送を担う道路として、鈴鹿・亀山地域はもとより三重県全体にとって重要な道路であると考えています。道路
の必要性や、ルート帯の検討にあたっては、有識者委員会や住民参加型の意見交換会、職能団体へのヒアリン
グ、県民の皆さんへのアンケート調査等を通じて検討してきました。アンケート調査結果では、「県内の高速道
路や国道などの幹線道路を引き続き、重点的に進めていくことが必要」とする意見が約９割を占めており、鈴鹿
亀山道路については、「災害時に緊急輸送道路として機能し、沿岸部や防災拠点間等の連携強化に寄与するこ
と」、「市街地の渋滞解消に寄与すること」、「高速道路から商業地域や工業地域にスムーズに連絡すること」
など様々な観点からのご意見をいただいており、鈴鹿亀山道路の整備に寄せる県民の期待は大きいと認識してお
ります。県としても早期整備が図れるよう、都市計画決定に向け、必要な手続きを進めていきたいと考えていま
すのでご理解ご協力をお願いいたします。

反映
は困
難で
ある
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(5)

2019/
5/29

電子
メール

提案意
見

子どもたち
の安全確保
について

連日、各地で小さい命が犠牲になる中、三重県での取組みを新聞で目にしました。しかし、交通
量が少なく、子どもが少ない地域は対象から外されるのではないかと思います。私の住む地域に
は、保育園の入口が、鉄道の陸橋やフェンスで死角となり、小さいカーブミラーでは子どもたちの
姿が見えにくい場所があります。また、小中学生が、幅員が狭い陸橋を、車と接触しそうになりな
がら通っている場所があります。誰かが悲しむ前に、平等な安全対策をお願いします。

県
土
整
備
部

道
路
管
理
課

この度は、貴重なご意見をいただきありがとうございます。今回、三重県で実施する調査につきましては、保
育所等所管課において、県内すべての保育所や幼稚園等を対象に、日頃の園外活動で子どもたちが移動する経路
や危険と思われる箇所について、把握を行います。あわせて道路管理課が実施する調査につきましては、県管理
道路のなかで交通量が多い路線にある交差点の抽出を行います。園児等の移動経路及び危険箇所の調査結果と道
路調査結果を合わせて、危険箇所の抽出を行う予定です。その後、道路の線形や歩道の設置状況等にも十分留意
して現地点検も行い、対策を実施していく予定です。また、小・中学生の通学路の交通安全対策につきまして
は、市町の教育委員会が中心となり、学校、ＰＴＡ、県警察や各道路管理者などがより一層連携を強化して、
「通学路交通安全プログラム」における推進会議や現地点検を実施し、引き続き、通学路における交通安全対策
を進めてまいります。

すで
に実
施し
てい
る

14 2019/
6/14

電子
メール

要望 県道の管理
について

松阪駅前の県道で、看板やのぼりが歩道上にあることに個人が注意をして騒ぎになっているとい
うニュースを見ました。商店街が迷惑しているというニュアンスで伝えられていましたが、看板等
が歩道にあるのは明確な違反です。民間人が勝手に看板等を撤去することはできませんが、違反を
取り締まらなければならない道路管理者である県の怠慢がこういう事態を引き起こしているので
す。すぐに、置き看板等を取り締まってください。

県
土
整
備
部

松
阪
建
設
事
務
所
総
務
・

管
理
室

この度はご意見をいただき、ありがとうございます。三重県では、道路の巡視や県民のみなさまからの情報を
得て、通行に支障のある物件等の除去に努めているところです。ご指摘をいただきましたＪＲ松阪駅周辺の商店
街では、道路管理者である三重県及び松阪市、道路交通法を所管する松阪警察署による行政指導のほか、商店街
のみなさんによる法令遵守の取組等により通行に支障となる看板等もなくなり、個人で注意いただいた方も理解
を示される状況となりました。今後とも県の道路管理者として適切な道路管理に努めていきますので、ご理解い
ただきますようお願いします。

すで
に実
施し
てい
る
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(16)

2019/
5/17

電子
メール

要望 高校生に対
する主権者
教育の充実
について

２０１６年に選挙権年齢が２０歳以上から１８歳以上に引き下げられてから何度か選挙が行われ
てきましたが、これらの年齢の投票率が低下していることが気になります。２０１６年の第２４回
参議院選挙と２０１７年の第４８回衆議院総選挙において、三重県での１８歳の投票率が５４．
８％から５０．５％に、１９歳の投票率が４５．４％から３４．４％にと、それぞれ低下していま
す。特に、１９歳の投票率の低下には愕然とします。投票日当日の悪天候の影響もあったのかもし
れませんが、それにしても２０％近い低下率に、三重県の高校における主権者教育のあり方につい
て、疑問を持ちます。ついては、三重県教育委員会及び三重県選挙管理委員会の見解と現在の取組
について教えてください。県内の高校は、ぜひ高校所在地自治体の行政や議会と連携協力して、主
権者教育に取り組んでほしいと思います。また、今年４月に行われた三重県知事選挙及び三重県県
議会議員選挙の全体の投票率並びに１８歳と１９歳の投票率を、公表してほしいと思います。

教
育
委
員
会
事
務
局

高
校
教
育
課

ご質問・ご意見ありがとうございます。平成３１年（令和元年）は、統一地方選挙に続き参議院選挙が行われ
る年であり、生徒が本物の選挙に触れ、選挙を身近に感じるとともに、具体的な政治について考える機会となる
ことが期待されます。各高等学校では年間計画を立て、公民や総合的な学習の時間、特別活動等の時間で、地域
や生徒の実態等を踏まえた主権者教育を実施しています。公民や特別活動の時間に選挙管理委員会と連携して実
施する模擬投票、学校への要望や部活動の予算折衝を行う生徒会活動、市町や県の課題について学習し解決策を
考える探究的な学習、県議会議員による出前講座の開催等の取組を行っている学校もあります。県教育委員会で
は、このような主権者教育の好事例を県立高等学校に周知し、普及を図っています。また、平成３０年８月に
は、「みえ高校生県議会」が開催され、１１校４０人の生徒が参加しました。平成３１年１月には、四日市市議
会主催の高校生議会が開催され、９校２８人の生徒が参加するなど、自治体の議会と連携した取組も行われてい
ます。令和４年度から実施される学習指導要領において、科目「公共」では、「政治参加と公正な世論の形成，
地方自治」の内容を扱う際に、現実の具体的な社会的事象等を扱ったり、模擬的な活動を行ったりしつつ、民主
政治の推進における選挙の意義について指導することとしています。こうした学習指導要領の内容や趣旨を教員
対象の説明会等で周知しているところですが、今後も引き続き周知に努め、選挙管理委員会や自治体の議会等と
の連携をとおして、各学校が具体的かつ実践的な主権者教育を一層深められるよう、引き続き支援してまいりま
す。

すで
に実
施し
てい
る
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2019/
5/17

電子
メール

要望 高校生に対
する主権者
教育の充実
について

２０１６年に選挙権年齢が２０歳以上から１８歳以上に引き下げられてから何度か選挙が行われ
てきましたが、これらの年齢の投票率が低下していることが気になります。２０１６年の第２４回
参議院選挙と２０１７年の第４８回衆議院総選挙において、三重県での１８歳の投票率が５４．
８％から５０．５％に、１９歳の投票率が４５．４％から３４．４％にと、それぞれ低下していま
す。特に、１９歳の投票率の低下には愕然とします。投票日当日の悪天候の影響もあったのかもし
れませんが、それにしても２０％近い低下率に、三重県の高校における主権者教育のあり方につい
て、疑問を持ちます。ついては、三重県教育委員会及び三重県選挙管理委員会の見解と現在の取組
について教えてください。県内の高校は、ぜひ高校所在地自治体の行政や議会と連携協力して、主
権者教育に取り組んでほしいと思います。また、今年４月に行われた三重県知事選挙及び三重県県
議会議員選挙の全体の投票率並びに１８歳と１９歳の投票率を、公表してほしいと思います。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

三重県選挙管理委員会では、高等学校における主権者教育をサポートするため、平成２７年度から、模擬投票
の実施を含めた高校出前授業を実施しているところです。若者の投票率が低下しているなか、こうした取組は重
要であると認識しており、今後とも、県教育委員会や市町選挙管理委員会等と連携して、できる限り高等学校か
らのニーズに応じた出前授業を実施していきたいと考えています。なお、平成３１年４月７日執行の三重県知事
選挙の投票率は４６．５８％、三重県県議会議員選挙の投票率は４８．９５％となっています。１８歳、１９歳
の投票者数については、現在、集計中であり、結果がまとまり次第、県選挙管理委員会のホームページ等で公表
する予定です。

すで
に実
施し
てい
る
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